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**製造販売届出番号：13B1X10407000160 

機械器具 74 医薬品注入器 

一般医療機器 静脈ライン用コネクタ 17501000 

BD スマートサイト ニードルレスコネクタ 

再使用禁止 
 

 

 【禁忌・禁止】 

・ 再使用禁止 

〈使用方法〉 

・ 金属針を用いて混注または採血しないこと。［混注部を破損さ

せ、薬液漏れや空気混入、汚染の可能性がある。］ 

  

 【形状・構造及び原理等】 

 本品は、金属針を使用することなく輸液セット等に接続し、薬物投

与又は採血に使用するニードルレスコネクタである。 

  

 〈外観図〉 

  

 

 

 材質 

 コネクタ本体：アクリル共重合体 

 混注部：ポリウレタン、シリコーン混和物、シリコーン、フルオ

ロシリコーン 

  

 【使用目的又は効果】 

 本品は、静脈ラインに接続して薬物投与又は採血を行うためのコネ

クタである。ルアーロック付きの輸液セット、シリンジ等を静脈ラ

インに接続する際に使用される。 

  

 【使用方法等】 

 1）包装を開封し本品を取り出す。 

 2）施設の基準に従って、プライミングを行う。 

 3）本品のオスルアーをカテーテルハブや三方活栓等のメスルアー

に挿入し、確実に接続されるまで回す。 

注意：緩みや外れが生じないようにしっかりと締めること。 

 4）施設の基準に従って、消毒剤で擦って確実に混注部表面を消毒

する。 

 5）輸液セット、延長チューブ、シリンジ等（以下「輸液セット等」

という。）のルアーを混注部にまっすぐ挿入し、最後まで回して

確実に接続する。 

注意：緩みや外れが生じないようにしっかりと締めること。 

 6）ルアースリップのシリンジを用いて薬液をワンショット注入す

る際は、混注部にシリンジのルアーを確実に差し込む。 

 7）薬液等を投与後、並びに採血後は、適切なフラッシュ溶液でフ

ラッシュを行い、流路を流す。フラッシュ後は薬液、血液の残

留がないか確認すること。フラッシュしても残留が認められる

場合は、本品を交換すること。 

※INS（米国輸液看護師協会）基準では、カテーテル容量に付属

のパーツの容量を加えた 2 倍以上が必要量とされている。 

 8）へパリンロック及び生食ロック（陽圧ロック）を実施する際は、

カテーテルへの血液の逆流を防止するため、フラッシュ溶液を

注入し、注入を維持したまま延長チューブのクレンメ等をロッ

クしてから、シリンジ等を外す。 

  

 【使用上の注意】 

 〈重要な基本的注意〉 

 1）使用中は、本品の破損、接合部の緩み及び薬液漏れ、空気混入

等について定期的に確認すること。体位変換や患者体動により

延長チューブ等の輸液ラインに負荷がかかった場合、チューブ

の破損、接続部の緩みや外れ、薬液及び血液漏れ、空気混入等

が生じるおそれがあるため、ラインに異常が生じていないこと

を定期的に確認すること。 

 2）包装を開封したらすぐに使用し、使用後は感染防止に留意して

安全な方法で処分すること。 

 3）全操作においてスタンダードプリコーション（標準予防策）に

従い、適切な防護具（保護服、マスク、ゴーグル、手袋等）を

着用すること。 

 4）清潔操作を用いること。 

 5）本品のルアー接続部は、締め方や、接続後の取扱い等により、

接続が緩む場合が想定される。緩みや外れが生じないように

しっかりと接続し、漏れ等の異常が無いか必ず確認すること。 

 6）接液部を汚染させないこと。 

 7）薬液等を投与後のフラッシュは、フラッシュ効率を上げる為に、

下記の手順に従って確実に行うこと。 

①フラッシュ溶液を注入し、②注入を維持したままクレンメを

ロックし、シリンジ等を外す。 

［確実なフラッシュが行われないと、血液の滞留による感染助

長のリスク、薬液の化学反応の影響による薬効への影響、カ

テーテル閉塞、フィルターの目詰まりの可能性が高まる。］ 

 8）誤って本品が外れるのを防ぐため、持続的に薬液等を投与する

場合には、ルアーロック付きの輸液セット、シリンジ、その他

のデバイスを使用すること。 

 9）スリップシリンジ接続時は、シリンジが外れないように留意す

ること。 

 10）本品は、各施設の基準に従って交換すること。 

※参考として、血管内留置カテーテル関連感染予防のための

CDC（米国疾病管理センター）ガイドラインに従って、本品

を交換すること。 

 11）本品に対し、金属針、ブラントカニューラ、ルアー先端が鋭利

なデバイス、また明らかに欠陥のあるルアーコネクタは絶対に

使用しないこと。万一使用した場合、ただちに新しい製品と交

換すること。 

 12）インジェクタ―等を用いた造影剤等の高圧注入は行わないこ
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と。［液漏れまたは破損する可能性がある。］ 

 13）テーパー部分に薬液等を付着させないこと。［接続部に緩み等が

生じる可能性がある。］ 

  

 〈相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）〉 

 併用注意（併用に注意すること） 

 1）アルコール系消毒剤を使用する際は、コネクタ本体（アクリル）

に付着しないよう注意すること。［破損する恐れがある］ 

 2）本品に、輸液セット等を接続する際、輸液セット等の先端形状

によっては流液路が開通しない場合があるので、医薬品が注入

できない場合は、別の製品に交換すること。 

  

 【保管方法及び有効期間等】 

 〈保管方法〉 

 水ぬれに注意し、高温・多湿及び直射日光を避けて保管すること。 

 〈有効期間〉 

 箱及び直接の被包記載の使用期限を参照。〔自己認証による〕 

  

 【主要文献及び文献請求先】 

 1. 血管内留置カテーテル関連感染予防のための CDC（米国疾病管

理センター）ガイドライン 

 2.  ニードルレス機器に係る「使用上の注意」の改訂指示等につい

て（薬食安発第 0803001 号） 

  

* 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】（文献請求先も同じ） 

 製造販売業者： 

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

TEL：0120-8555-90（カスタマーサービス） 

外国製造業者： 

ベクトン・ディッキンソン アンド カンパニー 

（Becton, Dickinson and Company） 

国名：アメリカ合衆国 

  

 


